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P2−32−4　未受診妊婦か ら出 生 した児の 乳児院 入所 に 関する リス ク 因子 に つ い て の 検討
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’
ド公子，山下勇樹，横 lll信喜．市 田耕太郎，安 田 立予，村越　誉，吉 田茂樹，本山　覚

【目的】通常新生 児は母 の 自宅へ 退院す る が
， 未受診妊婦か ら出生 した新 生 児の 中に は 乳児院へ 入所する 症例が見受 け られ る．

そ こ で我 々 の 施設で経験 した 症例 か ら乳児院へ 入所 となる リス ク 因子 に つ い て検討し た．【方法】2009年4 月 1 日か ら 2012
年 3月 31日に 当院で 扱っ た 未受診妊婦か ら出生 した 児 80 例 （生 産 78例，死産 2 例〉の 退院先 に 関して ， 年齢、婚姻状況，
経産回数 ク ラ ミ ジア トラ コ マ テ ィ ス PCR ，児の 成熟度（NewBallard法 or　Dubowitz法），分娩方法，出生体重，　Apgar　score

l分値 ・5分値，臍帯血 pH ，入院費未収の 有無 を診療録よ り抽出し後方視的に検討 した，【成績1未受診妊婦 よ り出生した生児

78例の 退院先 は乳児院 18例，自宅 60例 で あっ た．乳児院へ 入所 した群 （乳児院群）vs 自宅へ 退院 した 群 （自宅群）で は，
母体年齢 （20歳未満 vs 　20歳 以 上 ＝1／18　vs 　6／60，　 P ＝O，592），婚姻状況 （未婚 vs 既婚 ＝3／20　vs 　15／58，　 P・＝・O．421），経産回数

（初産 vs 経産＝9／38　vs 　9／40，　 P ＝O．921），成熟度（早産 vs 正 期産 ＝4／13　vs 　14／65，　 P ＝0．435＞，分娩方法（帝王 切 開 vs 経 腟分

娩＝2／10vs　16／68，
　 P ＝O．843），出生体重 （2500g未満 vs 　2500g以 上 ＝5／

’
23　vs 　13／55，　 P＝0，856），入 院費未収有 （6f18vs12／

60，P ＝O．211），　 Apgar　scorel 分 値 （7．13　vs 　7．65，　 P ＝0．359），　 Apgar　score5 分 値 （8．44　vs 　8．79，　 P ＝0．226），臍帯血 pH （726

vs 　7．27，　 P＝0．843）で あり有意差を認めず，ク ラ ミ ジ ア トラ コ マ テ ィ ス PCR 陽性率 は，有意 に乳児院群で 高か っ た．（7／12vs
5／30，P　・・　O．0069）【結論】ク ラ ミジ ア トラ コ マ テ ィ ス PCR 陽 性 未受診 妊 婦 よ り出生 した児 が 乳 児 院へ 入 所す る割合が 有意に 高

かっ た．今後は ク ラ ミジ ア トラ コ マ テ ィ ス PCR 陽性例 で は特 に 母児の 支援 が 必要で あると考えられた，

P2−32−5　当院に お ける 児童虐待防止 対策一周産期 か らの 取り組 み一
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【目的】近年，児童虐待件数が増加し続け社会的 課題 とな っ て い る．特 に乳幼児期 に発生 率が 高 く妊娠期か らの か か わ りが 注

目され て お り，平成 23年 10月 に 日本 産科婦 人科医会 よ り「妊娠等 に つ い て 悩まれ て い る 方の た め の 相談援助事業連携 マ ニ ュ

ァ ル 」が 発行 され た．当院で は平成 22年 12月に児童虐待防止委員会を立 ち 上げ，児童虐待の 早期発 見 と防止 を 目的 と して 妊

産婦 同意 の も と小 児，新 生児未熟児 お よび 妊産褥婦用 の リス ク チ ェ ッ ク シートを作成 した．産 科部門で は 特定妊婦の 把握に 努

め て おりその 効果につ い て紹介する．【方法】平成 23年度 （平成 23年 4 月〜平成 24年 3 月）の 全分娩中チ ェ ッ ク シートが提

出 され た 症 例 に 対 し，臨 床 的 背 景 や チ ェ ッ ク 項 目数 お よび 支 援 介 入 内 容 ・効 果 に つ い て 検討 した．【成 績】全 分娩 726 例中

チ ェ ッ ク シートが提出され た症例 は 152例 （20．9％）で ，平均年齢 29．7歳，未婚 40例／既婚 112例，初産婦 71例／経産婦 81
例 で あっ た，初診時期は 妊娠 11週までが 115例，11〜21週 が 20例，22週 以 降は 17例で あ っ た，チ ェ ッ ク シート提出時期 は

21週 までが 17例，産褥期 に提出した の は 71例 で あ っ た．チ ェ ッ ク項目の うち頻度が 高か っ た もの は経済的不安（38％），子

連 れ 再婚 （27％），未婚 （26％）で あ っ た．入院助産制度利用 者 は 45例 （30％），生活保護受給者 は 19例 （13％）で あ っ た．
養 育支援者情報提供票 を提 出 し たの は 86例 で あ っ た が，3 例 は提出の 同意 を得 られ ず情報提供の み で あ っ た，プ ライマ リ

ー

シ
ー

トは 16例提出した．【結論】妊産褥婦用の 子 ど も虐待防止チ ェ ッ ク シートを利用 し特定妊婦をほぼ 全例把握で きた こ とに

よ り，妊娠中または産褥入院中か ら適宜行政機関との 密な連携 に よ り各症例 に応 じた 的確な介入 が 可能に な っ た．

P2・32−6　当院に お け る入 院助産制度利用 者の 臨床的検討
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【目的】入院助産制度 は．経済的 に困窮 して い る妊婦 に指定 された施設で 分娩費用を助成す る制度で あ る．当院で の 入 院助産

制度利 用 者 の 背景，周 産 期 予後 を解析 し，今後の 課 題 に つ き検討 す る．【方法】2007年 1 月 か ら 2012年 5 月 まで に 当院で 分娩

した入院助産制度 を利用 した 母体 （140例） とそ の 児 （144例）を 対象 に，患者背景，周産期予後，退院後の 支援等を後方視

的に 検討 した．【成績】母体背景は，年齢 は 17歳か ら 44歳 で，平均 30．2 歳，内科合併症 を有す る の は ll例 （7．9％）で あ っ た，
生活保護受給者 は 71例 （50．7％ ），未入 籍 は 64例 （45，7％），DV 被害者は 7 例 （5．0％）であ っ た，外国籍は 35例 （25．0％）で，
日本語 が話せ な い 人 は 9例 （6．4％ ）で あ っ た，初 診 が 20週 以 降 は 99例 （70．7％）で，未妊 健分娩 は 5 例 （3．6％ ）で あっ た．
産科合併症は多胎が 4例 （2．9％ ），PIH が 10例 （7．1％）．　 GDM が 8例 （5，7％），切迫早産が 13例 （9。3％ ），4 回以上 の 分娩歴

を有する の は 8例 （5．7％ ），既往帝王 切開分娩 は 20 例 （14．3％ ）で あ っ た．分娩様式 は帝王切開分娩 が 28例 （20．0％）で あ っ

た．児 の 予後 は，25週 の 子宮内胎児死 亡が 1例 （0．7％），早産が 16例 （11．1％），低出 生体重児 は 30例 （20．8％），入 院が 必

要で あ っ た の は 26例 （18．1％ ），奇 形 が 4例 （2．8％ ），死 亡 退 院が 5 例 （3．5％ ）で あ っ た．母子寮 に 入 寮 した の は 12例（8．6％ ），
育児困難 に よ り乳児院入所が 6 例 （4．2％ ）で あ っ た．【結論1入院助産制度利用者 は，経済的な困窮は もと よ り，社会的背景 も

複雑 で あり，内科的，産科的合併症 を有 し，ハ イ リ ス ク で あ る と考え られ た．病院の 医 師，助産師，ソ ーシ ャ ル ワ
ーカ ーだ け

で な く，地 域の 福祉課，保健師等とも連携し，母児に対する妊娠期か ら産後に か けて，連続した支援が 重要で あ る．
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